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奄美市市長

朝山毅様

奄美の自然と景観を守る会

代表菌博明

住用町市の森林伐採に関する緊急申し入れ

平素より奄美市発展のためにご尽力されていることに敬意を表します。

さて、奄美の自然と景観を守る会（環境ならびに観光に関係する１１団体で構成）

は、住用町市の大川上流付近の森林１．５ヘクタールの伐採が進められようとしてい

ることを耳にしました。私たちはこれを、奄美大島の多様な生態系の破壊につながる

だけでなく、奄美の将来全般に影響する重大な事態と受け止めています。

申し入れ事項

市長におかれては、業者に対して、伐採計画を中断するよう説得し、伐採予定地を

含めた周辺一帯の綿密な生態系調査を実施する方策を緊急に講じられたい。しかる後

に、奄美の多様な生態系の今日的意味を広く議論することこそが、奄美の明るい将来

を展望する基になると考えます。奄美に生を受け奄美で生きる人なら、奄美を食いつ

ぶすような結果を招く事業はしないはずです。毅然たる態度で、緊急に対応されるよ

う万感の思いを込めて要請いたします。

なお、奄美の自然と景観を守る会は、今回の奄美大島、加計呂麻島での大規模な森

林伐採計画断念を要請したうえで、奄美における林業のあり方について林業に携わる

方々と共に考える姿勢であることを申し添えておきます。

理由

l住用町市の大)||上流付近の伐採計画地に生息している主な生物

《哺乳類》

①アマミノクロウサギ（国・特別天然記念物、種の保存法、絶滅危倶ＩＢ類）

②ケナガネズミ（国・天然記念物、絶滅危倶ＩＢ類）

③アマミトゲネズミ（国・天然記念物、絶滅危'倶ＩＢ類）

《鳥類》

①オオトラツグミ（国・天然記念物、種の保存法、絶滅危'倶Ⅱ類）

②アマミヤマシギ（種の保存法、絶滅危倶Ⅱ類）

③オーストンオオアカゲラ（国・天然記念物、絶滅危倶ＩＢ類）
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④アカヒゲ（国・天然記念物、絶滅危』倶ＩＢ類）

⑤カラスバト（国・天然記念物、準絶滅危倶）

⑥ルリカケス（国・天然記念物、絶滅危倶Ⅱ類）

《両生類》

①オットンガエル（県・天然記念物、絶滅危倶ＩＢ類）

②イシカワガエル（県・天然記念物、絶滅危倶ＩＢ類）

《魚類》（大川）

①リュウキュウアユ（絶滅危倶ＩＡ類）

以上の生物は、私たちのメンバーが、平素の観察で幾度も確認してあります。

２上記の生物が生息していることだけでも絶対に伐採してはならない場所です。

また、世界自然遺産登録にも大きな障害になるのは間違いありません。

３伐採予定地を含めた周辺一帯の自然は、奄美、県、日本の、さらには地球のかけ

がえのない「公共財」です。「宝」です。奄美の計り知れない貴重な「財」です。

取り返しができない悔いを、今を生きる世代が、後々に残さないためのご英断をく

ださいますよう重ねて要請します。

追記：今回の件に関して私どもが痛感していることは、森林伐採の手続きが許認可で

なく申請業務になっていることです。行政当局におかれてもこのことで苦慮されてい

るのではないかと推察しています。だからといって黙認できるような問題でないこと

は明らかです。

そこで、これからの早急な行政の課題として、一定の法的規制をかけられるような

条例等の制定が求められているのではないかと考えています。本県は世界自然遺産へ

の登録を目指して取り組んでいる最中です。行政は当然考えてしかるべきとも考えま

す。私有林だけでなく公有林、集落の共有林をも含めて。
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